
 

１． 
Ⅰ. 大阪女学院図書館にあるかどうか...  Locating Materials in the Library 

Ａ．図書  －   大阪女学院図書館ＯＰＡＣ「ＪＯＩＮ」 

     １．著者名 ／ 書名 ／ 分類記号 －「日本十進分類法－相関索引」 

     ２．キーワード   例：平和、軍縮、nuclear 

  

＜分類記号＞ ＜主題＞            ＜図書例＞                  

316     人権・民族問題      「これからの人権保障」 

319     外交・国際問題・戦争と平和・軍縮・国連  

 Approaches to peace 

329     国際法 「国際関係法」 

323     憲法          「日本国憲法」 

333     開発          「貧困緩和・解消の国際政治経済学」 

369     難民          「こどもたちのアフリカ」 

390     国防・軍事        Defense of Japan 

392     各国の国防史・事情   「グローバリゼーションと戦争」 

501     エネルギー 「石油の終焉」 

519     環境問題        「不都合な真実」 

559     兵器・軍事工学     「核兵器のしくみ」  

 

Ｂ．雑誌・新聞・紀要       

１．「大阪女学院図書館所蔵雑誌・新聞・紀要リスト」 (R027-O) 

２．「大阪女学院学術機関リポジトリ」（大阪女学院図書館 HP→学術機関リポジトリ） 

大阪女学院で作成された学術情報を、収集、蓄積、発信することを目的とした、インターネット上のサーバー 

 

Ⅱ．参考図書 

  Ａ．百科事典 Encyclopedia 

３．「ブリタニカ国際大百科事典」20v. ＊p.５参照  (CD-ROM)(R031-B) 

４．「世界大百科事典」32v.       (CD-ROM)(R031-S) 

５． The Encyclopedia Americana 30v.   (CD-ROM)(R033-E) 

６． The New Encyclopedia Britannica 32v. ＊p.５参照 (CD-ROM)(R033-B) 

７．「ジャパンナレッジ」 

（大阪女学院図書館 HP→データベース：その他）【学内専用】 

   

Ｂ．主題事典 Subject Dictionaries 

８．「政治学事典」 (R310-S) 

９． The Oxford Companion to Politics of the World  (R310-O) 

１０．「国際政治事典」  (R319-K) 

１１．「国際政治経済辞典」改訂版 (R319-K) 

１２．「国際関係用語辞典」 (R319-K) 

１３.  The Penguin Dictionary of International Relations (R319-P) 

１４.  International Relations : the key concepts (R319-Gm) 

１５． The International Relations Dictionary  (R319-Pj) 

１６．「国際関係法辞典」第 2 版 (R329-K) 

１７．「平和事典」 (R319-H) 

１８．「キリスト教平和学事典」 (R190.3-K) 

１９．「もうひとつのノーベル平和賞：平和を紡ぐ 1000 人の女性たち」 (R319.8-M) 

２０． Encyclopedia of Violence, Peace, & Conflict 3v. (R319.8-E) 

２１． Handbook of Peace and Conflict Studies (R319-H) 

２２． Protest, Power, and Change (R316-P) 

２３.  Cold War, a Student Encyclopedia 5v. (R209.7-C) 

２４．「20世紀世界紛争事典」   (R319-Ut) 

２５． International Conflict (R319-Bj) 

２６．「岩波小辞典現代の戦争」 (R390-I) 

２７．「現代安全保障用語事典」 (R319-G) 

２８．「歴史学事典７：戦争と外交」 (R201-R-7) 

２９．「国際連合(世界地理大百科事典 1)」 (R290-S-1) 

３０． United Nations (Worldmark Encyclopedia of the Nations v.1) (R298-W-1) 

３１． Basic Facts about the United Nations (R319-B) 

３２．「国連要語事典」 (R329-K) 

３３． Encyclopedia of International Peacekeeping Operations  (R319-Ro) 

３４．「人権百科事典」 (R316-J) 

３５．「国際人権百科事典」 (R316-Mr) 

３６．「開発経済学事典」 (R333-K) 

３７． Dictionary of globalization   (R319-Ja) 

３８．「地球白書」2009-10 (R519-Fc) 

３９． State of the World 2010  (R519-S) 

４０．「地球環境データブック」2007-08 (R519-C) 

４１． Vital Signs 2010 (R519.15-V) 

４２．「対日関係を知る事典」新版 (R319-T) 

４３． ｢日本外交史辞典｣  (R319-N) 



 

Ｃ．条約集  Treaties 

４４．「資料集 20世紀の戦争と平和」  (R329-S) 

４５．「軍縮条約・資料集」 (R319.8-G) 

４６．「国際条約集」2010 年版 (R329.09-K) 

 

 Ｄ．年鑑・白書 Almanac・White Paper 

大阪女学院図書館 HP→リンク集：統計：白書→電子政府の総合窓口 e-Gov 

４７．「読売年鑑 2009」 (R059-Y) 

４８．「世界年鑑 2009」 (R059-S) 

４９． The Americana Annual 2009                                       (R059-A) 

５０．「外交青書 2009」 (R319.1-G) 

５１． Diplomatic Bluebook 2006  (R319-G) 

５２．「日本の防衛（防衛白書）平成 20 年版」  (R392.1-N) 

５３. 「日本の軍縮・不拡散外交」4th ed. (R319.8-N) 

５４． SIPRI Yearbook 2010  (R390-S) 

 

  Ｅ．その他 Others 

５５．「現代用語の基礎知識 2010」 (R813.7-G) 

５６．「イミダス 2007」 (R031-I) 

５７．「ヴィジュアル・データ百科：現代の世界」             (R350-V)  

 

 

Ⅲ．広く図書や雑誌・新聞記事を探すには 

  Ａ．単行本を探す  Books 

（１）書誌・索引類 Bibliographies and Indexes 

５８．「国立国会図書館 NDL-OPAC」（大阪女学院図書館 HP → データベース→ 本を探す） 

５９．「新書マップ」（大阪女学院図書館 HP →リンク集：図書・雑誌記事） (R027-S)  

 

（２）本の後ろの引用文献・参考文献 

  

 Ｂ．雑誌記事を探す Journals 

（１）雑誌：最新号とバックナンバー   －目次・総目次・総索引 

６０．「世界」総目次 1946-2005 

 

（２）コンテンツファイル（２階雑誌コーナー） 

 

（３）電子ジャーナル 

６１.「国際問題」（http://www.jiia.or.jp/）  

（大阪女学院図書館 HP → データベースその他：日本国際問題研究所）【学内専用】 

 

（４）索引誌 Indexes （大阪女学院図書館 HP → データベース：雑誌記事・学術論文を探す） 

６２．「CiNii：NII論文情報ナビゲータ」【学内専用】 *p.７参照 

６３． Opposing Viewpoints Resource Center【学内専用】 *p.８参照 

６４． EBSCO host【学内専用】 *p.９参照 

 

Ｃ．新聞記事を探す  Newspapers 

（１）縮刷版 

６５．「読売新聞縮刷版」1985-  (R071-Y) 

 

（２）切り抜き情報誌 (雑誌ｺｰﾅｰ・書庫) 

６６．「切抜き速報社会版」  

 

（３）データベース（大阪女学院図書館 HP → データベース：新聞記事を探す） 

６７.「聞蔵Ⅱビジュアル」【学内専用】 ＊p.10参照 

６８.「ヨミダス文書館」【学内専用】 

６９． The New York Times  

 

（４）その他 

７０．大阪女学院図書館作成新聞記事ファイル「平和」 

 

 

Ⅳ．大阪女学院図書館にない場合… 

        図書館員に相談する   

          ａ．図書館で購入する → 購入希望申込み 

       ｂ．他の図書館を利用する → 閲覧願（大学図書館） 

         ｃ．他の図書館へ文献複写を依頼する → 文献複写依頼（送料・コピー料） 

 

 

２． 



 

３．

ｓ． 

Ⅴ．他の情報源  Other Information Sources 

  Ａ．外部の情報センター 

        大阪府立中央図書館（TEL.06-6745-0170） 

火～金 9:00-19:00 土・日 9：00～17：00  月曜日休館 

        大阪市立中央図書館（TEL.06-6539-3300） 

    月～木 9:15-20:30  土・日 9：15～17：00 金曜日休館 

   

Ｂ．インターネット 

       大阪女学院図書館ホームページ(http://www.wilmina.ac.jp/ojc/Library /)：リンク集 

 

 

Ⅵ．参考までに  For Your Information 

  Ａ．新聞 

     「朝日新聞」「毎日新聞」「日本経済新聞」「読売新聞」「産経新聞」 

The Japan Times  The Daily Yomiuri  The Japan Times Weekly 

   International Heraldtribune/Asahishimbun 

   

Ｂ．雑誌   

｢アエラ｣  ｢潮｣  ｢NPO ジャーナル｣  ｢外交｣  ｢環｣  ｢軍縮問題資料｣  

｢国際人流｣  ｢週刊金曜日｣  ｢世界｣  ｢中央公論｣  ｢ニューズウィーク｣ 

「ニュー・インターナショナリスト・ジャパン」 ｢平和教育｣ ｢平和研究｣  

Foreign Affairs  Foreign Policy  International Security  Journal of Conflict 

Resolution  Journal of Peace Education  Journal of Peace Research    

New Internationalist  Newsweek -Asia ed.-  Peace News  Social Science Japan Journal   

Time -Asia ed.-  U.S. News & World Report  World Press Review 

  

Ｃ．雑誌記事例   

７１．福永正明. (2007,4). 核拡散の危機：日本の核不拡散政策を揺るがす印米原子力協定.  

世界, (763), pp.100-110.  

７２．蓮井誠一郎. (2006, 秋). 平和・開発・安全保障の三角形. 季刊軍縮地球市民, (6),  

pp.54-65. 

７３．川端清隆. (2007,10). テロ特措法と安保理決議：国連からの視点. 世界, (770),  

pp.113-118. 

７４．川端清隆. (2009,4). アフガニスタン和平と国連. 世界, (789), pp.246-262.  

７５．川上隆久. (2007,6). 安保理改革へ日本が投じた一石：国連安保理 PKO作業部会議長国とし

て.外交フォーラム, 20(6), pp.64-69. 

７６．小溝泰義. (2007,8). 原子力の平和利用への日本の提案. 外交フォーラム, 20(8), pp.38-43.

７７．クリーガー, D. (2007,10). 忍耐と勇気：「核廃絶」への挑戦。. 潮, (584), pp.80-85. 

７８．黒澤満. (2008). 軍縮における国際機構の役割. 平和研究, (33), pp.23-40. 

８９．黒澤満. (2006,7). 絡み合う中東の核. 外交フォーラム, 19(7), pp.46-49. 

８０．増田善信. (2008,夏). 核兵器廃絶・地球温暖化防止、そして憲法９条． 平和教育, 

(74),pp.44-49. 

８１．岡本三夫. (2005,夏). 非武装平和主義は歴史の流れである. 平和教育, (68), pp.38-43. 

８２．笹島雅彦. (2009,3). オバマ新政権における安全保障戦略. 軍縮問題資料, (340),  

pp.2-19. 

８３．吉田康彦. (2007,9). 原発が存在する限り、核廃絶は不可能だ. 軍縮問題資料, (322),  

pp.21-29.  

８４．Brantmeier, E. (2007, Sep.). Everyday understandings of peace and non-peace.  

Journal of Peace Education 4(2), pp.127-148.  

８５．Hadjipavlou, M. (2007, May). The Cyprus conflict:root causes and implications  

for Peacebuilding” Journal of Peace Research, 44(3), pp.349-365.  

８６．Gartzke, E. & Kroenig, M.(2009,Aril). A Strategic approach to nuclear proliferation. 

         Journal of Conflict Resolution, 53(2), pp.151-160. 

８７. Hudson, V. M., Caprioli, M., Ballif-Spanvill, B., McDermott, R. & Emmett, C. F.（2008/09,  

Winter）.  The heart of the matter: the security of women and the security of  

states. International Security.  33(3). pp.7-45. 

８８．Krepon, M. (2009,May/June). The mushroom cloud that wasn’t : why inflating threats 

won’t reduce them. Foreign Affairs, 88(3), pp.2-6. 

８９．Kurosawa, M. (2010,March). Background for President Obama's Nuclear Policy.  

大阪女学院大学紀要, (6), pp.17-31. 【本学リポジトリで本文が見られます】 

９０．Kurosawa, M. (2009,March). NPT review process and nuclear disarmament. 大阪女学院大 

学紀要, (5), pp.65-85. 【本学リポジトリで本文が見られます】 

９１．Langager, M. (2009,March). Elements of war and peace in history education in the US   

and Japan: a case study comparison. Journal of Peace Education. 6(1). pp.119-136. 

９２. Lebovic, J. H. & Voeten, E.(2009,Jan.).The Cost of shame: international organizations 

and foreign aid in the  punishing of human rights violators. Journal of Peace 

Research. 46(1),pp.79-97. 

９３．Pat, J.(2008, Jan/Feb). Peace, Gore, and global warming? Sierra,  93(1), p.18.      

【EBSCO hostで本文が見られます】 

９４．Wilson, W. (2007, Spring). The Winning weapon?”International Security, 31(4), 

pp.162-179  



 

４．

ｓ． 

Ｄ．図書例   

９５. 明石康. (2006). 国際連合：軌跡と展望. 東京：岩波書店. ｲ 319/Ay 

９６．NHK｢地球データマップ｣制作班.(Ed.). (2008). NHK 地球 データ マップ：世界の“今” 

から“未来”を考える. 東京：日本放送出版協会. 304/N 

９７．福田耕治. (2003). 国際行政学：国際公益と国際公共政策. 東京：有斐閣. 319/Fk 

９８．ガルトゥング, J. (2006). ガルトゥングの平和理論：グローバル化と平和創造.  

木戸衛一, 藤田明史 &小林公司訳. 京都：法律文化社. 319/Gj 

９９．伊勢﨑賢治.(2004). 武装解除：紛争屋が見た世界．東京：講談社．319/Ik 

１００. 伊藤哲司. (2006). 非暴力で世界に関わる方法：心理学者は問いかける. 京都：北大路書房.  

319/It 

１０１. 徐勝. (Ed.). (2006). 現代韓国の安全保障と治安法制. 京都：法律文化社. 319/Ss  

１０２．国際ボランティア計画.(Ed.). (1999).  平和のつくり方：紛争地帯の国連ボランティア．小 

山田英治,北村理ほか訳． 東京：清流出版．319/H 

１０３．カント, I.(2007).  永遠の平和のために．池内紀訳．東京：綜合社．134/Ki 

１０４．木戸衛一．（Ed.）．（2006）．対テロ戦争と現代世界． 東京：お茶の水書房．319/T 

１０５． コリアー, P.(2008). 最底辺の 10億人：最も貧しい国々のために本当になすべきことは何か？．        

中谷和男訳． 東京：日経 BP社．333.8/Cp 

１０６．栗原優. (2007). 現代世界の戦争と平和. 京都：ミネルヴァ書房. 319/Km 

１０７．黒沢満.(Ed.). (2005). 軍縮問題入門(新版). 東京：東信堂. 319/Km 

１０８．黒沢満. (2001). 軍縮をどう進めるか. 吹田：大阪大学出版会. 319/Km 

１０９．最上敏樹. (2006). いま平和とは : 人権と人道をめぐる 9話. 東京：岩波書店. ｲ 319/Mt 

１１０．中嶌邦 & 杉森長子.(Ed.). (2006). 20世紀における女性の平和運動 : 婦人国際平和自由連

盟と日本の女性. 東京：ドメス出版, 319/N 

１１１． 大平剛．（2008）．国連開発援助の変容と国際政治：UNDPの 40年．東京：有信堂高文社． 

319/Ot 

１１２． 大門毅．（2007）．平和構築論：開発援助の新戦略．東京：勁草書房．319/Dt 

１１３.  大芝亮, 藤原帰一 & 山田哲也.(Ed.). (2006). 平和政策. 東京：有斐閣. 319.8/H 

１１４． 中村登志哉. (2006). ドイツの安全保障政策：平和主義と武力行使. 東京：一藝社. 319/Nt 

１１５． 佐々木隆爾. (2007). 新安保体制下の日米関係. 東京：山川出版社. 319/Sr 

１１６． セン, A. (2006). 人間の安全保障 東郷えりか訳. 東京：集英社. 319/Sa 

１１７． 鈴木基史. (2007). 平和と安全保障. 東京：東京大学出版会. 319/S/2 

１１８． 戸﨑純 & 横山正樹．(Ed.).（1999）．環境を平和学する:「持続可能な開発」からサブシス

テンス志向へ． 京都：法律文化社．319/K/1 

１１９．山田満,小川秀樹,野本啓介 & 上杉勇司．(2005). 新しい平和構築論：紛争予防から復興支援

まで．東京：明石書店．319/Ym 

１２０．Allan, P. & Keller A. (Ed.).(2006). What is a just peace?. Oxford : Oxford University 

Press. 319/W 

１２１．Burchill, S., Linklater, A., Devetak, R., Donnelly, J., Nardin, T. & Paterson, T., 

  et al.（2009）．Theories of International Relation. New York ：Palgrave  

Macmillan.319/T 

１２２．Evangelista, M.(Ed.). (2005). Peace Studies 4vols. London : Routledge.319/P/1～4 

１２３．Gier, N. F.(2004)．The Virtue of nonviolence ：from Gautama to Gandhi．New York: 

State Univ. of New York Press. 319/Gn 

１２４．Foreign intervention & global security.（1995）. Wisconsin: Gary E. McCuen Publishing. 

319/F 

１２５. Friedman, L. S.(2008). Nuclear weapons and security. San Diego, CA: ReferencePoint 

Press. 319.8/Fl 

１２６．Kay, S. (2006). Global Security in the twenty-first century: the quest for power  

and thesearch for peace. Lanham:Rowman & Littlefield. 319.8/Ks 

１２７．Matsuo, M.(2005).Peace and conflict studies a theoretical introduction. Hiroshima 

:Keisuisha. 319/Mm 

１２８．Payne, R. (2009). Global Issues:Politics, Economics and Culture . New York:Longman.  

319/Pr 

１２９．Pollarad, M. (1994). United Nations. New York:New Discovery. 319/Pm 

１３０．Pringle, L.(2000). Chemical and Biological warfare:the crulest weapons. Berkley :  

Enslow. 319/Pl 

１３１．Roskin, M. G. & Berry, N. O．(2007). IR: The New World of International Relations.  

 Upper Saddle River, N.J.：Pearson/Prentice Hall．319/Rm 

１３２．Torr, J. (2005). Weapons of Mass Destruction. San Diego : Greenhaven Press. 319/W 

１３３． Wilkinson, P.(2007). International Relations. Oxford: Oxford University Press. 319/Wp 

 

Ｅ．ビデオ、ＤＶＤ例 

１３４．「戦争あかん」 (D31-S)  

１３５．「平和への行動」 (V31-H) 

１３６．「戦場を行く 2：日本人が見た国連・PKO」 (V31-S-2) 

１３７．「日本の国際平和協力」 (D31-N) 

１３８． No War on Iraq  (V31-N) 

１３９． 「映像で綴る 20世紀の記録」10 vol.            (D20-E) 

 


